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企
画
課
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
定
住
促
進
係
は
、
ど
う

い
っ
た
施
策
を
進
め
て
い
く

の
か
。

　

定
住
促
進
係
で
は
、
定
住
に
向
け

た
効
果
的
な
施
策
の
検
討
と
、
関
係

各
課
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
発
信
を

進
め
ま
す
。

　

市
は
、
す
で
に
定
年
帰
農
者
の
確

保
、
遊
休
農
地
の
活
用
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
防
止
な
ど
、
農
業
に
対
す
る

す
べ
て
の
相
談
窓
口
と
し
て
昨
年
５

月
、
農
林
課
に
「
高
梁
市
農
業
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
は
「
高
梁
市
空
き
農
家
・
空

１０き
農
地
情
報
バ
ン
ク
制
度
」を
設
け
、

市
内
外
で
農
地
を
必
要
と
す
る
人
、

市
内
に
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
人

へ
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
係
は
、
農
業
に
か
か
わ

る
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
就
業
、
教

育
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
も
の
な

ど
定
住
希
望
者
に
役
立
つ
情
報
を
発

信
し
ま
す
。団
塊
の
世
代
に
限
ら
ず
、

子
育
て
世
代
、
単
身
若
者
世
代
も
含

め
、
高
梁
市
に
興
味
を
持
ち
、「
住

ん
で
み
た
い
」
と
思
う
人
の
す
べ
て

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　市は、市民の皆さんのご意見、ご提言を市政に反映させるため４月２６日から６月１日まで１７

の会場で、町内会長、まちづくり委員等を対象に｢市政懇談会｣を開催しました。

　今回の懇談会では、市政の運営と財政、行財政改革、今年度の予算を説明し、その後、意見交

換を行いました。

　今月号では各会場で寄せられた意見、提言の中から、主なものについて紹介します。

皆さんの声に
　　　お答えします

（松原会場：松原町コミュニティハウス）
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市
の
財
政
状
況
は
大
変
厳

し
い
と
聞
く
が
、
市
債
（
市

の
借
金
）
を
減
ら
す
方
策

は
。

　

市
の
借
金
を
減
ら
す
た
め
に
は
次

の
２
つ
の
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

①
新
た
な
借
金
を
し
な
い
こ
と
。

②
過
去
の
借
金
を
返
済
（
繰
上
償
還

を
含
む
）
す
る
こ
と
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
生
活
基
盤
の
整

備
や
教
育
施
設
整
備
な
ど
を
行
い
、

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
て
い
く

上
で
、
そ
の
年
度
の
市
税
や
交
付
税

な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

建
設
事
業
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
新
た
な
借
金
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
費
に
充

当
可
能
な
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
不
足
す
る
財
源
に
、
基
金
（
市

の
貯
金
）
を
取
り
崩
し
て
充
て
る
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
基
金
に
も
限
り

が
あ
る
た
め
、
主
に
は
市
債
で
調
達

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
年
度
の
市
債
発
行
額
を
、
償

還
額
（
過
去
に
借
り
た
借
金
の
元
金

の
返
済
額
）
よ
り
も
少
な
く
し
て
、

借
金
残
高
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
昨
年
度
、「
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
」を
策
定
し
、

計
画
し
て
い
る
建
設
事
業
費
の
見
直

し
を
行
っ
て
市
債
の
発
行
額
を
抑
制

し
、
市
全
体
と
し
て
の
発
行
額
に
制

限
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
②
に
つ
い
て
は
、
平
成　
１９

年
度
か
ら
年
次
的
に
繰
上
償
還
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
が

減
額
に
な
っ
て
い
る
。
行
財

政
改
革
は
分
か
る
が
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
は
維
持
し
て
も

ら
い
た
い
。

　

行
財
政
改
革
の
中
で
、
少
子
化
対

策
や
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
充
実
さ

せ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
補
助
金
は
、
合
併

後
、
高
梁
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に

一
本
化
さ
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
は
同

連
合
会
の
補
助
金
の
み
が
国
の
補
助

対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
経
過
措
置
と

し
て
各
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
金
を

　

万
７
０
０
０
円
か
ら　

万
５
０
０

２０

１４

０
円
に
見
直
し
し
た
も
の
で
す
。

　

行
財
政
改
革
は
、
市
役
所
内
部
の

改
革
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
人

件
費
が
７
割
、
事
務
的
な
内
部
経
費

が
２
割
、
残
り
の
１
割
が
市
民
の
皆

さ
ん
に
か
か
わ
る
部
分
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
老
人
福
祉
対
策
推
進
関
係

の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
度
は
２

億
６
０
０
０
万
円
、
今
年
度
が
３
億

１
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
全
体
で
は

増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
各
地
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
が
配
置

さ
れ
て
い
る
が
、
人
が
集
ま

る
市
の
施
設
に
も
置
い
て
も

ら
い
た
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、致
命
的
な
不
整
脈（
心

室
細
動
等
）
に
陥
っ
た
傷
病
者
の
心

臓
の
動
き
を
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す

た
め
、
除
細
動（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を

行
う
医
療
機
器
で
す
。

　

救
急
車
到
着
前
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
場
合
、
救
急
隊
員
や
医
師
が
到

着
し
て
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
よ

り
も
、
救
命
率
が
数
倍
も
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
多
数
配

置
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
住
民
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
知
識
を
持
つ
こ
と

が
非
常
に
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
市
役
所
本
庁
舎
、
各
地
域

局
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
配
置
し
て
お
り
、
今
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

配
置
計
画
を
つ
く
っ
て
順
次
配
置
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市政懇談会　―皆さんの声にお答えします―

市の財政状況等を説明する市長


